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Ⅰ　学校外教育費用に関する実態調査

調査時期 平成15年6月

調査対象 「国の教育ローン」を平成15年2月に利用した世帯

有効回答数 3,563件（有効回答率29.7％）

(回　収　数　　　　　　 3,707件　回収率30.9％)

～主な調査結果～

１　学校外教育の受講割合は全体で21.6％。高校生は45.4％（本文２、３、４ページ）

○　学校外教育を受講している割合は、全体で21.6％となった。0.3％とわずかではあるが、3年
ぶりに前年度調査を上回った。高校生は45.4％と、半数近くが受講している。

○　学校外教育を受講していない理由は、「必要性を感じない」が30.3％、「子供が希望してい
ない」が27.8％となった。一方、「費用の負担が重い」が27.5％となっている。

２　 高校生では受験対策が44.6％。大学生では実学志向が強い（本文５、６ページ）

○　学校外教育の内容をみると、高校生では「学習塾、進学塾、予備校など」が44.6％ともっとも
多い。

○　大学生では「英会話学校、語学学校など」（19.4％）、「検定受検を目的とした学校（簿記や
秘書など）」（7.0％）と回答した割合が相対的に高く、実学志向が強いことがうかがえる。
短大生では「文化教養関連の習いごと（絵画やピアノなど）」が73.3％と高くなっている。

○　学校外教育の１カ月当たりの受講回数は、高校生で5回以上が47.1％となった。また、1カ月
当たりの受講時間は、高校生で10時間以上が43.1％となった。

３　受講費用は、高校生で年間24万円､大学生で同19万円（本文８、９ページ）　

○　学校外教育にかかる年間費用は、高校生が23.5万円。大学生が18.6万円となった。

○　「学習塾、進学塾、予備校など」が28.4万円、「家庭教師」が23.4万円となり、費用の負担は
重い。「学習塾、進学塾、予備校など」では、「40万円以上」と回答した割合が27.2％となって
いる。

「学校外教育費用に関する実態調査」　および

「推薦入学にかかる教育費負担に関する実態調査」

～高校生は年間24万円、大学生は同19万円の費用負担～

～アンケート結果の概要～
（平成15年度）

学習塾・習いごとなどの受講割合は2割



Ⅱ　推薦入学にかかる教育費負担に関する実態調査

調査時期 平成15年6月

調査対象 「国の教育ローン」を平成15年2月に利用した世帯

回収数 3,707件（回収率30.9％）

分析対象数 514件（短大または大学に推薦で子供が入学した世帯）

～主な調査結果～

１　推薦入学試験の形態は、「指定校推薦」が4割となる一方、「自己推薦」、「アドミッション

オフィス（AO）入試」など多様化がみられる（本文２ページ）

○　推薦入学試験の形態は、「指定校推薦」が40.5％、「自己推薦」が29.9％、「付属校・系列校
などからの推薦」が10.4％、「アドミッションオフィス（AO）入試」が9.4％、「スポーツ分野での
推薦」が5.6％となった。

○　私立短大では、「指定校推薦」が46.9％と半数近くを占めている。

２　入学費用は一般入試受験者より2割強少ない（３、４ページ）

○　私立大学の入学費用は、全体では73.7万円となった。入学試験の形態別にみると、「自己
推薦」が84.2万円ともっとも高い。一方、「指定校推薦」は67.3万円、「AO入試」は65.9万円と
少なく、入学試験の形態によって差がみられる。

○　入学費用の合計は、私立短大が61.4万円、私立大学では理系が74.8万円、文系が69.6　
万円となっており、一般入試受験者の入学費用と比べると、2割強少なくなっている。

３　初年度費用は、私立短大では202万円、私立大学では理系が234万円、同文系が203万円

（本文５ページ）

○　在学費用の年間見込額は、私立短大が140.7万円、私立大学では理系が159.2万円、
文系が133.4万円となっている。

○　入学費用と在学費用を合算した初年度費用は、私立短大が202.1万円、私立大学では
理系が234万円、文系が203万円となっている。

～推薦入学の形態は多様化～
私立短大、私立大学の初年度費用は200万円を超える
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Ⅰ　調査要領、回答世帯の概要

１　調査要領

： 「国の教育ローン」を平成15年2月
に利用した世帯

： 平成15年6月

： 11,999 件

：   3,563 件　（有効回答率29.7％）
（回　収　数　 ：　 3,707件　 　回収率30.9％）

２　集計対象にした子どもの在学先（単位：％）

（注）「その他」とは、大学院、海外の学校、予備校、その他の学校である。

（参考）回答世帯の概要

（１）主たる家計維持者の職業（単位：％、以下同じ） （２）主たる家計維持者の年齢

（３）世帯の年収（平成14年）

（注）調査対象世帯が「国の教育ローン」を利用した時点の所得上限額は990万円(事業所得者は770万円)である。

654.5万円

平均
400万円以上 600万円以上 　800万円

600万円未満 800万円未満 　　　　　　以上

31.3

高校

19.4

専修・
各種学校

短大

23.9

未満  400万円未満

7.1 46.7

勤務者 個人事業主

77.6 13.4 5.4 3.6

2.4 12.0 23.4 30.9

45～49歳

2.9

50～54歳

  200万円 200万円以上

14.8 36.2

法人経営者 その他 平均

49.4歳35.2 13.8

55歳以上

大学 その他

44歳以下

調 査 対 象

実 施 時 期

発 送 件 数

有効回答数

※ 「国の教育ローン」の概要

　○利用対象
　　世帯の年収が990万円（事業所得者は770万円）以内（注）で、
  下記の学校に入学・在学する子どものいる世帯。
　　・高校、高等専門学校
　　・短大、大学、大学院
　　・専修・各種学校、予備校など
　　・海外の学校（高校、短大、大学など）
　　・その他の教育施設（職業能力開発校など）
　（注）平成14年4月から所得上限額は1,210万円から990万
　　　　円（事業所得者は990万円から770万円）へ引き下げ
　　　　られた。
　○融資額
　　学生･生徒１人当たり200万円以内
　○使途
　　・入学費用（学校納付金、受験費用など）
　　・在学費用（授業料、アパートの家賃、通学費など）
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Ⅱ　調査結果

１　学校外教育の受講状況

（１）学校外教育の受講状況　－学校外教育を受講している子どもの割合は22％－

○　学校外教育を受講している子どもの割合は21.6％となった（図－１）。在学先別にみると、高校生が45.4％ともっとも多く、短大生
（24.9％）、大学生（16.0％）と続いている。

図－１　学校外教育の受講状況（平成15年度、入学先別）
（在学先別の内訳）

全体 高校生 専修・各種学校生 短大生

大学生 その他

受講している

受講していない

注：「その他」とは、大学院、海外の学校、予備校、その他の学校である。

21.6

78.4

受講していない

受講している

45.4

54.6

回答数
（3,563）

（単位：％）

13.2

86.8

24.9

75.1

16.0

84.0

13.5

86.5

回答数
(1,665）

（単位：％）

回答数
（104）

（単位：％）

回答数
（690）

（単位：％）

回答数
（851）

（単位：％）

回答数
（253）

（単位：％）
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（２）学校外教育を受講している割合の推移　－受講割合はわずかに増加－

○　学校外教育を受講している子どもの割合は、前年度調査に比べて0.3ポイント増加した（図－２）。前年度を上回ったのは3年ぶりで
ある。

○　在学先別でみると、高校生の受講割合が増加した。それ以外は、ほぼ前年並みとなった。

図－２　学校外教育を受講している割合

注 1：集計対象である子どもについて、学校外教育費を計上している世帯の割合である。

2：「その他」とは、大学院、海外の学校、予備校、その他の学校である。

25.9
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24.8
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16.5
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16.1
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18.5
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49.0

15.3
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13.6

21.3

38.5

13.6

24.9

17.1
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12年度
調査

（4,570）　　（3,695）　　（3,563）
　　　（4,096）　　（3,689）

　　（955）　　（824）　　（690）
　　　　　（932）　　　（771）

（719）　　　（646）　　　（851）
　　　　（629）　　　（690）

（549）　　（332）　　（253）
　　　（316）　　（265）
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（3）学校外教育を受講していない理由　－「費用の負担が重い」が３割を占める－

○　学校外教育を受講していない子ども（回答者数全体の78.4％、図－１参照）についてその理由をみると、全体では「必要性を感じな
い」とする割合が30.3％ともっとも多く、以下「子供が希望していない」（27.8％）、「費用の負担が重い」（27.5％）と続いている（図－３）。

○　在学先別にみると、高校生では「費用の負担が重い」とする割合が48.5％と半数近くを占めている（図－３）。「必要性を感じない」と
する割合は11.4％と、在学先別ではもっとも少なくなっている。

○　世帯の年収別にみると、年収が低いほど「費用の負担が重い」と回答した割合が高く、「年収400万円未満」では36.9％となっている

（図－４）。

図－３　在学先別にみた学校外教育を受講していない理由 図－４　世帯の年収別にみた学校外教育を受講していない理由

注 1：集計対象である子どもが学校外教育を受けていない世帯を対象に集計した。 注：図－３の注1と同じ。

2：「その他」とは、大学院、海外の学校、予備校、その他の学校である。
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24.5
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２　学校外教育の受講の実態

（１）受講内容 －「学習塾、進学塾、予備校など」が多い高校生、「英会話学校、語学学校など」が多い大学生－

○　学校外教育を受講している子ども（回答者数全体の21.6％、図－１参照）についてみると、高校生では、「学習塾、進学塾、予備校
など」が44.6％と高く、ついで「文化教養関連の習いごと」（18.0％）、「通信教育」（16.9％）となっている（図－５）。

○　大学生では実学志向が強く、高校生、専修・各種学校生、短大生に比べると、「英会話学校、語学学校など」（19.4％）、「検定受検を
目的とした学校」（7.0％）、「資格取得を目的とした学校」（6.6％）、「特定の職業に就く目的の学校」（6.6％）とする割合が相対的に
高い。

図－５　在学先別にみた学校外教育の受講内容

注： 学校外教育を受講している子どもについてみたものである。
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（２）１カ月当たりの受講回数と受講時間（在学先別）　－高校生は5回以上が47.1％、10時間以上が43.1％－

○　学校外教育の１カ月当たりの受講回数は、高校生では5回以上受講している割合が47.1％である。一方、専修・各種学校生、

短大生、大学生では4回以下の割合が60％を超えている（図－6）。

○　１カ月当たりの受講時間は、高校生では10時間以上受講している割合が43.1％である。専修・各種学校生、短大生、大学生では、
5時間未満の割合が50％を超えている（図－7）。

図－６　学校外教育の受講回数（在学先別、子ども１人、１カ月当たり） 図－７　学校外教育の受講時間（在学先別、子ども１人、１カ月当たり）

注： 図－５と同じ。 注： 図－５と同じ。
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65.4

57.7

28.2

23.8

25.0

17.9

28.6

9.9

9.0

16.7

7.2

6.4

14.1

7.7

9.0

12.3

3.8

5.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生
回答数
（227）

専修・各
種学校生
回答数
（78）

短大生
回答数
（52）

大学生
回答数
（181）

（平均：10.3時間）

（平均：7.8時間）

（平均：4.7時間）

（平均：7.5時間）

5時間未満 5時間以上10時間未満

10時間以上15時間未満 15時間以上20時間未満

20時間以上

　　43.1％47.1％
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（３）１カ月当たりの受講回数と受講時間（受講内容別） －「学習塾、進学塾、予備校など」は平均7.5回、同13.0時間－

○　受講内容別に１カ月当たりの受講回数をみると、「学習塾、進学塾、予備校など」（平均7.5回）と「スポーツ関連の習いごと」（平均
8.0回）では、5回以上受講している割合が60％を超えている（図－8）。

○　１カ月当たりの受講時間をみると、「学習塾、進学塾、予備校など」（平均13.0時間）では、10時間以上受講している割合が50％を
超えている（図－９）。

図－８　学校外教育の受講回数（受講内容別、子ども１人、１カ月当たり） 図－９　学校外教育の受講時間（受講内容別、子ども１人、１カ月当たり）

注：「資格取得を目的とした学校」「特定の職業に就く目的の学校」「テレビ・ラジオ講座」「その他」は、 注：図－8と同じ

サンプル数が少ないため省略した。

14.8

22.2

15.2

63.0

8.1

56.3

32.4

40.7

39.2

8.7

64.9

34.0

16.9

27.9

18.5

32.9

15.2

24.3

37.0

36.8

18.5

12.7

13.0

2.7

24.74.3

2.9

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（平均：7.5回）

（平均：4.6回）

（平均：3.6回）

（平均：5.8回）

（平均：5.6回）

（平均：8.0回）

（平均：5.3回）

学習塾、進学塾、
予備校など

回答数（162）

家庭教師

回答数（37）

通信教育
回答数（46）

英会話学校、
語学学校など
回答数（79）

検定受検を
目的とした学校

回答数（27）

スポーツ関連の
習いごと

回答数（68）

文化教養関連の
習いごと

回答数（183）

1～2回 3～4回 5～8回 9回以上

61.9

16.4

44.4

46.2

74.2

25.0

15.5

18.8

34.3

22.2

30.8

52.8

28.0

14.9

18.5

11.5

16.7

16.8

11.9

22.4

22.4

11.1

17.4

3.2

10.5

9.7

2.8

6.4

3.7

2.8

6.5

5.1

6.5

6.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習塾、進学
塾、

予備校など
回答数（161）

家庭教師
回答数（36）

通信教育
回答数（31）

英会話学校、
語学学校など
回答数（78）

検定受検を
目的とした学校

回答数（27）

スポーツ関連の
習いごと

回答数(67)

文化教養関連の
習いごと

回答数（181）

（平均：13.0時間）

（平均：7.5時間）

（平均：5.3時間）

5時間未満

5時間以上10時間未満

10時間以上15時間未満 20時間以上

15時間以上20時間未満

（平均：7.3時間）

（平均：8.2時間）

（平均：12.4時間）

（平均：6.5時間）

61.7％ 56.6％

64.7％
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３　受講費用の実態

（1）受講費用　－高校生は年間24万円、大学生は同19万円－

○　学校外教育にかかる年間費用は、高校生が平均23.5万円、大学生が同18.6万円となっている（図－10）。

○　受講内容別にみると、「学習塾、進学塾、予備校など」が平均28.4万円、「家庭教師」が同23.4万円、「英会話学校、語学学校など」
が同21.6万円となり、費用の負担は重い（図－11）。とくに、「学習塾、進学塾、予備校など」では40万円以上の割合が27.2％となって
いる。

図－10　在学先別にみた学校外教育の受講費用（子ども１人、年間） 図－11　受講内容別にみた学校外教育の受講費用（子ども１人、年間）

注： 図－5と同じ 注：図－8と同じ

15.6

25.0

22.7

13.7

40.4

48.2

30.9

28.8

22.2

14.3

26.8

19.8

12.9

12.5

10.3

18.7

8.9

9.3

19.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生
回答数
（278）

専修・各
種学校生
回答数
（97）

短大生
回答数
（56）

大学生
回答数
（225）

（平均：23.5万円）

（平均：18.4万円）

（平均：14.2万円）

（平均：18.6万円）

10万円未満

10万円以上20万円未満

20万円以上30万円未満

30万円以上40万円未満

40万円以上

23.4

17.1

24.3

41.5

42.1

22.6

51.4

17.6

18.4

22.6

28.9

8.6

32.4

21.7 24.4

14.5

3.2

12.0

5.7

5.4

27.2

29.0

9.6

5.6

8.1 21.6

34.9

21.1

7.9

32.4

8.5

22.6

14.5

10.0

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習塾、進学塾、
予備校など

回答数（180）

家庭教師
回答数（37）

通信教育
回答数（70）

英会話学校、
語学学校など
回答数（83）

検定受検を
目的とした学校

回答数（31）

文化教養関連
の習いごと

回答数（188）

スポーツ関連
の習いごと
回答数（76）

（平均：23.4万円）

（平均：15.5万円）

（平均：21.6万円）

（平均：17.7万円）

（平均：19.2万円）

10万円以上20万円未満

20万円以上30万円未満

30万円以上40万円未満

40万円以上
10万円未満

（平均：17.2万円）

（平均：28.4万円）
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（２）受講費用の負担者　－大部分を保護者が負担－

○　学校外教育の受講費用は、ほとんどが保護者の負担となっており、「保護者が全額負担している」とする割合は、高校生で97.6％、
大学生では74.1％となっている（図－１２）。

○　年収の額にかかわらず、「保護者が全額負担している」割合が8割を超えている（図－13）。

図－12　学校外教育の受講費用の負担者 図－13　世帯の年収別にみた学校外教育の受講費用の負担者

注： 図－５と同じ。 注： 図－５と同じ。

74.1

88.5

82.9

97.6

20.0

8.2

11.4

2.4

0.0

5.7

3.3

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生
回答数
（296）

専修･各
種学校生
回答数
（105）

短大生
回答数
（61）

大学生
回答数
（255)

保護者が全額負担している 保護者が一部を負担している

子どもが全額負担している

91.1

83.6

88.3

7.0

11.8

10.7

1.9

4.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

400万円未満
回答数（103）

保護者が全額負担している 保護者が一部を負担している

子どもが全額負担している

400万円以上
800万円未満
回答数（391）

800万円以上
回答数（213）
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用語の解説

Ⅰ 調査要領、回答世帯の概要

Ⅱ  調査結果

１　推薦入学の実態
推薦入学試験の形態

２　教育費の支出状況（推薦入学）
（１）入学費用（私立大学）
（２）入学費用
（３）在学費用の年間見込額

平 成 16 年 1 月 14 日

総 合 研 究 所

情 報 開 発 課

Ⅱ　推薦入学にかかる教育費負担に関する実態調査結果

国民生活金融公庫総合研究所



１　推薦入学試験の形態

２　入学費用

（公募推薦やいわゆる一芸入試などを含む）

授業料

指定校推薦

スポーツ分野での推薦

３　在学費用

平成15年４月から平成16年３月までの１年間に、推薦入学した子どもにかかる費用の見込み額

学校納付金（入学金、寄付金、学校債など、入学時に学校に支払った費用)

受験料

入学しなかった学校への納付金

スポーツ分野で所定の条件を満たす高い能力をもつ志望者が出願できる

あらかじめ大学が指定した学校で校内の選考を経て志望者が学校推薦という形で出願する

指定校推薦のような出身校の枠がなく、所定の条件を満たす志望者がだれでも自由に出願できる

書類審査と時間をかけた面接等を通し志望者が能力や意欲、目的意識などを総合的に判断され選抜される

大学・短大の付属校・系列校などに在学し、所定の条件を満たす志望者が出願できる

在学費用

おけいこごとにかかる費用

通学費（通学定期代、通学用の自動車の燃料費や維持費など)

その他の学校教育費（教科書・教材費、学用品の購入費、施設設備費など）

学校教育費

学校外教育費 補習教育費（学習塾・家庭教師の月謝、通信教育費、参考書・問題集の購入費など）

用語の解説

入学費用

受験費用（受験したすべての学校・学部にかかるもの）

自己推薦

付属校・系列校などからの推薦

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝｵﾌｨｽ（ＡＯ）入試
注：「アドミッションオフィス（ＡＯ）入試」（以下、ＡＯ入試とする）は、一般には推薦入学試験に含まれないが、最近入学試験の形態の多様化のなかで急速に実施校が増えているため、

　　一般入試と異なる形態として取り上げた。

平成15年４月に国内の短大または大学へ推薦入学するためにかかった費用

受験のための交通費・宿泊費



Ⅰ　調査要領、回答世帯の概要

１　調査要領

： 「国の教育ローン」を平成15年2月に利用した世帯のうち、
短大または大学に推薦で子どもが入学した世帯

： 平成15年6月
： 11,999 件
：  3,707件　（回収率30.9％）

分析対象数 ： 514件（短大または大学に推薦で子供が入学した世帯）

２　分析対象にした子どもの在学先（平成15年6月現在）（単位：％）

注：「私立大学（その他）」とは、理系、文系、医科・歯科系以外の学部である。

（参考）回答世帯の概要

（1）主たる家計維持者の職業（単位：％、以下同じ） （2）主たる家計維持者の年齢

（3）世帯の年収（平成14年）

注：調査対象世帯が「国の教育ローン」を利用した時点の所得上限額は990万円（事業所得者は770万円）である

国公立短大

2.0

5.5 3.3

法人経営者

77.5 13.7

勤務者 個人事業主 その他

私立大学
理系

19.9 10.3 11.3

国公立大学私立短大
私立大学

文系
私立大学
（その他）

37.8 18.7

  200万円

未満  

200万円以上

400万円未満

400万円以上 600万円以上

600万円未満 800万円未満

調 査 対 象

実 施 時 期
発 送 件 数
回 収 数

1.4 11.1 23.3 29.8 34.4 669.5万円

44歳以下 45～49歳

平均
　800万円

以上　

50～54歳 55歳以上 平均

12.5 40.6 11.9 49.4歳35.0

※ 「国の教育ローン」の概要

　○利用対象
　　世帯の年収が990万円（事業所得者は770万円）以内（注）で、
  下記の学校に入学・在学する子どものいる世帯。
　　・高校、高等専門学校
　　・短大、大学、大学院
　　・専修・各種学校、予備校など
　　・海外の学校（高校、短大、大学など）
　　・その他の教育施設（職業能力開発校など）
　（注）平成14年4月から所得上限額は1,210万円から990万
　　　　円（事業所得者は990万円から770万円）へ引き下げ
　　　　られた。
　○融資額
　　学生･生徒１人当たり200万円以内
　○使途
　　・入学費用（学校納付金、受験費用など）
　　・在学費用（授業料、アパートの家賃、通学費など）
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Ⅱ　調査結果

1　推薦入学の実態

推薦入学試験の形態 －「指定校推薦」が４割を占める一方、「自己推薦」、「ＡＯ入試」など多様化がみられる－

○　推薦入学試験の形態をみると、「指定校推薦」（40.5％）がもっとも多く、以下、「自己推薦」(29.9％）、「付属校・系列校などからの

推薦」（10.4％）、「AO入試」（9.4％）、「スポーツ分野での推薦」（5.6％）と続く（図－１）。

○　私立短大では、「指定校推薦」の占める割合が46.9％と半数近くを占めている（図－２）。

図－１　推薦入学試験の形態 図－２　推薦入学試験の形態（在学先別）

注 １：国公立短大、国公立大学については、サンプル数が少ないため省略した。

２:私立大学(その他)とは、私立大学の理系、文系、医科・歯科系以外の学部である。

10.4

9.4

5.6

40.5

29.9

4.2

回答数
（499）

（単位：％）

スポーツ分
野での推薦

ＡＯ入試 その他

付属校・
系列校

などからの推薦

自己推薦

指定校推薦

37.8

38.9

33.9

46.9

25.6

25.3

33.9

34.7

11.1

15.8

14.3

4.1

7.8

10.5

7.1

13.3

5.8

5.4

4.4

3.7

11.2 1.0
2.0

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

私立大学（その他）

私立大学（文系）

私立大学（理系）

私立短大
私立短大

（98）

私立大学
（理系）
（56）

私立大学
（文系）
（190）

私立大学
（その他）

（90）

指定校推薦 自己推薦

ＡＯ入試

付属校や系列校などからの推薦
スポーツ分野での推薦

その他

- 2 -



２　教育費の支出状況（推薦入学）

（１）入学費用（私立大学）　－入学試験の形態によって差がみられる－

○　私立大学の入学費用は、全体では73.7万円となった（図－３）。

○　入学試験の形態別にみると、「自己推薦」が84.2万円ともっとも高い。一方、「指定校推薦」は67.3万円、「AO入試」は65.9万円と
少なく、入学試験の形態によって差がみられる。

図－3　入学試験の形態別にみた入学費用（私立大学、推薦入学）

注：「その他」については、サンプル数が少ないため省略した。

8.9
16.2

10.4 11.6

60.8

56.3

66.3

66.5
55.5

63.0

7.6
11.5

1.90.0

1.7

2.1

1.4

0.0

0

10
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90

100

私立大学（全体） 指定校　推薦 自己推薦 付属校や系列校　 　　な
どからの推薦

ＡＯ入試 スポーツ分野での推薦

（万円）

指定校推薦
　(127)回答数

入学しなかった
学校への納付金

学校納付金

合計

67.3

84.2

65.9

76.5

自己推薦
　(91)

ＡＯ入試
　(31)

付属校や系列校など
からの推薦

　(47)

スポーツ分野での
推薦
　(26)

74.1

受験費用

73.7

私立大学
(全体)
（335）
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（２）入学費用　－私立短大は61万円、私立大学では、理系は75万円、文系は70万円－

○　入学費用を在学先別にみると、私立短大は61.4万円、私立大学は理系では74.8万円、文系では69.6万円となっている
（図－4）。それぞれを一般入試の入学費用と比べると、2割強少なくなっている。

○　受験費用だけをみると、私立大学では、理系、文系ともに10万円台となっており、推薦入試の場合、受験費用の負担は
少なくなっている（図－4、参考）。

図－4　在学先別にみた入学費用（推薦入学） （参考）　在学先別にみた入学費用（一般入試）

注：図－2と同じ 注：図－2と同じ

＜　＞は、一般入試に対する割合である。
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（３）在学費用の年間見込額－私立短大は141万円、私立大学では、理系は159万円、文系は133万円　

○　在学費用（見込額）を在学先別にみると、私立短大は140.7万円、私立大学は理系では159.2万円、文系では133.4万円となって
いる（図－5）。

○　在学先別にみた初年度費用は、私立短大は202.1万円、私立大学は理系では234万円、文系では203万円となっている　
（図－6）。

図－5　在学先別にみた在学費用（年間見込額、推薦入学） 図－6　在学先別にみた初年度費用（推薦入学）

注：図－2と同じ 注 1：図－4と図－5を合算したものである。

2：図－2と同じ
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